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編集後記

 遅れに遅れてお りま した 『言語学研究』ですが、1998-1999年 の合併号 としてようや く

発行の運びにな りました。早 くか ら原稿 をいただいていた方々には本当に申し訳あ りませ

んで した。

 2000年 とい う節 目の年 にあた り、次号から編集体制を―新 し、 タイ トルも変更の予定

です。なおいっそ う充実 した雑誌になるよう、努力 していきたいと存 じますので、ご理解、

ご協力のほどお願 い申し上げます。
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